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１．はじめに 

 近年，局所的な集中豪雨の発生が問題となっており，降水や雲に関する研究の必要性が高まっている．森本

ら 1）は，日射量の減衰は雲と密接な関係があることを示していることから，日射量の時空間分布の情報が得ら

れれば，雲の生成及び発達状況を早期にモニタリングできる可能性がある．本研究では竹中ら 2)により考案さ

れた静止衛星を用いて推定された日射量を使用する．竹中らは MTSAT-1R(運輸多目的衛星第 1号)から得られた

雲粒子の光学特性を基に放射伝達モデルを用いて地上における日射量を推定しており，東アジア全域を 1kmメ

ッシュで準リアルタイムの日射量データベースを構築している．本論ではこれを「衛星日射量」と呼ぶ．本研

究では，松山平野を対象として衛星日射量の分布の特徴について検討した．尚，衛星日射量を用いた局地気象

解明の試み等の応用例はない． 

２．研究方法 

本研究で使用する衛星日射量は推定値のため，実測値と比較

を行い，整合性を検証する必要がある．著者らは実測日射量を

観測するために，2014年 9月から 12 月末まで図 1中の●印で

記した 7地点に全天日射計(株式会社 PREDEのCMP-3EU)を設

置した．解析期間は 2014 年 9 月から 12 月で日照率が 50%以

上 80%未満の日を計 36日抽出した．尚，9月は 8日間，10月

は 7 日間，11月は 14日間，12月は 7日間である．解析対象時

間は 6時から 18時までの 12時間とする．一般に日射量は太陽

の位置や上空の雲の存在によって大きく変化する．本研究では，

解析対象日の日射量を，雲のない快晴日の日射量で無次元化し

たものを「晴天率」と定義し，この値が小さいほど上空に雲が発達していると考えた．具体的な晴天率の

算出方法について以下に述べる．解析対象期間を 10日毎に区切り，その対象区間のデータから各時刻の日

射量の最大値を求め，これを仮想快晴日と定める．そして，解析対象日の日射量を仮想快晴日の日射量で

除することで時々刻々の晴天率を求める．  

３．衛星日射量のデータ検証 

 図 2 は衛星日射量と実測日射量を 9 月から 12 月の 1 時

間毎の平均晴天率の比較である．朝方と夕方の時間帯では

衛星日射量は実測日射量と比較すると晴天率を過大評価

する傾向が分かった．また，8時から 14時の時間帯で衛星

日射量は実測日射量と比較すると晴天率は概ね一致して

いる結果が得られた．よって，解析には 8 時から 14 時の

時間帯の衛星日射量データを用いる．衛星日射量を晴天率

に置き換え，松山平野における晴天率分布の解析を行う． 
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図 1 実測日射量の観測地点 

図 2 衛星日射量の整合性の検討 
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４．解析結果及び考察 

 本研究では季節性の違いに着目し，夏季(9 月)と冬季(12 月)の晴天率分布の比較を行う．図 3 は，9 月と 12

月の時間帯別平均の晴天率分布である． 

４．１ 正午の様子 

12時における晴天率分布の比較を行う(図 3(a)と

(b))．図 3(a)と図 3(b)から平野中央部の市街地が密

集している地域で晴天率が小さくなっていること

が分かる．松山平野では都市部においてヒートア

イランド現象が慢性的に生じていることが確認さ

れている 3)．このことから，ヒートアイランドに

よる地上の高温化に伴い，対流活動が活発化し

たため，雲が発達しやすくなったと考えられる． 

４．２ 午後の様子 

14 時における晴天率分布の比較を行う(図 3(c)

と(d))．図 3(c)と図 3(d)の比較を行うと，12 月に

比べて 9 月に山間部で雲が厚くなる傾向があ

ることが分かる．ここで典型的な夏季と冬季

の風向風速(図 4 と図 5)に注目すると，夏季で

は日中から午後にかけて海風が卓越しており，冬季

では海風は夏季ほど顕著ではない．この海風が山

間部に湿った風を輸送し，山間部で雲が発達しや

すくなったと考えられる． 

５．おわりに 

 衛星日射量を用いることで，局所的なスケール

の日射量分布にも応用することができる． 
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図 3 日射量分布 

(a)12時の晴天率分布(9月) (b)12時の晴天率分布(12月) 

(c)14時の晴天率分布(9月) (d)14時の晴天率分布(12月) 

図 4 夏季の典型的な日の風向風速(2014年 9月 16日) 
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図 5 冬季の典型的な日の風向風速(2014年 12月 19日) 
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